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は じ め に

およそ人間の一生のうち、交通事故に遭わない人はいますが、落とし物をしない人はい

ないのではないでしょうか。

このような身近に起こりうる落とし物（拾得物）を速やかに落とし主へ返還するため、

警察では遺失・拾得届の受理業務を行っております。

一方、施設内での落とし物については、第一義的にその施設を管理する者が取扱うこと

とされておりまして、施設管理者の責任も大きいものがあります。

遺失物取扱業務は、遺失物法に基づいて行われておりますが、近年の経済発展や社会情

勢の変化に伴い、拾得物の数は増大し、また、携帯電話等、新しい種類の拾得物も多くな

っていることから、このたび同法が改正され、平成19年12月10日から施行されることとな

りました。

施設内での落とし物が届けられた際の取扱いをまとめた資料は、平成元年に作成したも

のしかありませんでしたが、作成から多くの時間が経ったこともあり、法改正を含めて、

このたび全面改正いたしました。

施設管理者の方には、落とし物をして困っている人や、善意で届けてくれた拾得者の権

利を保護するため、本資料を十分に活用して、落とし物を適切に取り扱っていただきます

ようお願いいたします。

平成１９年１１月

山 形 県 警 察 本 部
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遺失物の取扱いについて

１ 遺失物とは何か

遺失物とは、「落とし物」「忘れ物」のことです。

法的には「他人が占有していた物であって、当該他人の意思に基づかず、かつ、奪取

によらず当該他人が占有を失ったもの」とされています。

例えば、人が落とした金銭や貴金属、時計あるいはホテルのロビーに置き忘れたコー

トや傘、かばんなどがこれに当たります。
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２ 遺失物取扱いの基本

(1) 落とし物を拾ったらどうすればよいのか

ア 道路や公園で拾ったら

拾った人は、速やかに、その物を落と

し主に直接返すか又は最寄りの警察署（交

番・駐在所）に提出してください。

拾った日から１週間以内に提出しない

と、お礼をもらう権利や３か月後にその

物をもらう権利などがなくなりますので、

この期間内に提出してください。

イ 駅、デパート、商店など施設の中で拾ったら

拾った人は、速やかに、駅員や店員な

どその施設の方に提出してください。

拾った時から２４時間以内に提出しな

いと、お礼をもらう権利や３か月後その

物をもらう権利などがなくなりますので、

この期間内に提出してください。

落とし物の提出を受けた駅、商店の方

は、１週間以内に警察署に提出してくだ

さい。



3

(2) 警察署に届けられた落とし物はどうなるの

か

ア 警察署で３か月間保管し、その間落とし

主を調査することとなります。

また、落とし物の情報を県警のホームペ

ージ上に公表して、落とし主を探すことに

なります。

イ ３か月間調査しても落とし主が現れない

場合は、その物は拾った人の物となります。

ウ 拾った人は、その後２か月以内に警察署

に引取りに来てください。

(3) お礼をもらう権利とは

落とし物の返還を受けた落とし主は、拾っ

てくれた人に対し、落とし物の値段の５％～

２０％のお礼を支払わなければなりません。
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３ 施設占有者（商店主、施設の管理者）の遺失物取扱要領

あなたが管理する施設内での拾われた物の取扱いは、次のとおりとなります。

(1) 落とし物の受付

○ 遺失物の提出があったら、まず自分が管理する施設内

で拾われた物であるかどうかを確認します。

自分が管理する施設でない所で拾った物である場合は、

直接警察署に提出するよう、教示してください。

○ 拾った人の前で拾った物の中身を確認して、その状況を

記録します。（様式例１「拾得物取扱簿」）

○ また、拾った人の求めにより、次の事項を記載した書類

（様式例２「拾得物預り書」）を渡します。

・ 拾った物の種類及び特徴

・ 届出を受けた日時

・ 施設の名称、所在地、管理者の氏名（法人の場合

は、その名称及び代表者の氏名）

これをしない場合は、遺失物法により罰せられることが

あります。

○ 次に、拾った日時を聞き取り、２４時間以内の提出であ

るかを確認します。

２４時間以内であれば、お礼をもらう権利や３か月後に

その物をもらう権利などがありますが、そうでない場合は、

権利がありません（権利喪失）。

拾った人に対して、権利についても忘れずに説明してく

ださい。

○ 拾った人は、上記の権利を放棄することもできます。

権利放棄の申し出があった場合は、拾得物について記録

した書面（前記「拾得物取扱簿の備考欄」等）に、「権利

放棄 △△△△」と署名してもらってください。

○ お礼をもらうためには、落とした人が判明したときに、拾った人の住所、氏名、

電話番号(個人情報)を教える必要があります。教えてもよいかどうか確認してください。

落とし物の受付

自己の管理する
施設内で拾われ

た物か

物件の中身の確
認と取扱簿への

記載

預り書の交付

２４時間以内の
提出か

権利の説明

住所氏名等を教
えてよいか

権利放棄の有無
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(2) 落とし物の掲示

○ 拾われた物について、次の情報を、あなたの施設を利用する人の見えやすい場所

に掲示してください（様式例３「拾得物件のお知らせ」）。ただし、拾得物につい

て記録した書面（様式例４「施設内拾得物件一覧簿」）を自由に見せることにより

これに代えることができます。

・ 拾った物の種類及び特徴

・ 物が拾われた日時、場所

(3) 落とした人の調査

○ 落とし主がわかる物（例 運転免許証）については、連絡して返してください。

○ 拾われた物を返すために必要な範囲内で、拾われた物の中身を見ることは差し支

えありません。（例 携帯電話の電話番号、手帳に記録された連絡先）

(4) 落とし物の返還

○ 落とし主であると申し出があるときは、落とした物の特

徴、落とした日時、場所などを聞き取りをして落とし主で

あることを確認します。

○ また、その際には免許証等でご本人であることも確認し

ます。

○ 返還する際は、受領書（様式例５「遺失物受領書」）を

取ってください。

○ 拾得物について記録した書面（様式例１「拾得物取扱簿」

及び様式例４「施設内拾得物件一覧簿」）に返還したこと

を記載します。

(5) お礼（報労金）の説明

○ 落とし物の返還を受けた人は、その物の価格の５％～20

％の1/2ずつを拾ってくれた人と施設を管理する人それぞ

れに、お礼をしなければなりません。（権利喪失、お礼をもらう権利の放棄の場合

を除く。）

○ お礼は返還を受けた人が、拾ってくれた人に直接渡します。

○ 拾ってくれた人の住所、氏名、電話番号は、教えることに同意していることを確

認したうえで落とし主に教えます。

落とし主であるこ
との確認

受領書の徴取

落とし物の返還

取扱簿への記載

報労金の説明

拾得者が氏名等
を教えることに同
意しているか
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４ 落とし物の警察署への提出

○ 落とし物の情報を掲示しても落とし主が判明しない場合は、最寄りの警察署に物件

の提出書（様式例６－１又は６－２）とともに提出します。

○ 物件の届出から１週間以内に提出しないと、お礼をもらう権利や３か月後にその物

をもらう権利などがなくなりますので、この期間内に提出してください。

○ 警察署では、物件と提出書の内容を確認の上、拾得物件預り書を作成してお渡しし

ます。

○ 警察署に提出後に落とし主が判明した場合は、当該警察署に落とし物がある旨を落

とし主に伝えるとともに、当該警察署にもその旨連絡してください。

５ 保管期間満了後の取扱い

警察署に提出された物件は、３か月間保管し落とし主を探しますが、現れない場合は

その物は拾った人の物となります。

(1) 施設内で一般の人が拾った物

拾った時から２４時間以内に管理者に提出されたものについては、警察署から拾っ

た人に対して所有権を取得した旨の通知書を差し上げます。警察署に引取りに来てい

ただき、お渡しします。

(2) 施設の従業員等が拾った物

施設の管理者が所有権を取得することとなりますので、先にお渡しした拾得物件預

り書に住所、氏名を記載のうえ（法人の場合は、その名称、代表者の氏名及び捺印）、

提出した警察署に来ていただき、お渡しします。

なお、保管期間が満了してから２か月以内に受け取らないと、受け取る権利がなく

なりますので注意してください。

（注）警察署においでになるときは、平日の午前８時30分から午後５時までの間に願います。

交番・駐在所では受け取ることができません。
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６ 特例施設占有者制度について

平成19年の遺失物法改正により、一定の公共交通機関及び多くの落とし物を取り扱う

事業者で公安委員会から指定を受けた者を対象に、特例施設占有者制度が新設されまし

た。

特例施設占有者は、２週間以内に拾得物に関する事項を届け出たときは、その拾得物

を自ら保管できるようになり、警察署への運搬業務が軽減されます。

特例施設占有者制度の詳細については、最寄りの警察署にお問い合わせください。
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様 式 例 及 び 記 載 例

様式例１ …………… 拾得物取扱簿

様式例２ …………… 拾得物預り書

様式例３ …………… 拾得物件のお知らせ

様式例４ …………… 施設内拾得物件一覧簿

様式例５ …………… 遺失物受領書

様式例６－１…………… 提出書

様式例６－２…………… 提出書

占有者において、既に独自の様式を作成して使用しているもの

については、これらの様式に示されてい事項が網羅されている

限り、占有者の便宜により様式を異にしても差し支えありません。


